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 秋分の日を過ぎ、日は少しずつ早く沈むようになってきましたが、色づいた木の葉が時に日の

光に照らされ、心まで温かくしてくれますね。皆さんはお元気でお過ごしですか。 

 さて、今回は、これまでの人生のお話、時と場所を隔てていてもつながっている思い出と今、

新企画での楽しかったひとときの様子を寄せていただきました。毎回お寄せくださる綾子さんの

俳句には、五七五に乗せて表現される情景に、同様の経験が鮮やかに浮かびます。 

 交流の集いのご報告や、10、11月の野外で集う会、忘年会等今後の催しのご案内もあるので、

ぜひカレンダーをお手に取りながらお読みください。 

会員の皆さんから ～思い出と、これからと～  

 

 

 長くこの国で生きて来ました。身勝手な生き方が出来たのも、男独りに 

なってからです。我が人生に悔いはなし、思い出が一杯。20代で  に 

来たのも、つい最近の様な気がします。 

 あれから 50年以上。時代が変わり価値観が変わり、人も変わって行き 

ます。黒い革製のパスポートを持ってコペン空港に降りた時、もう二度と 

日本に帰れないと思って、この国の人間になるんだと思ったのもおかしな 

話、出逢いによって変わっていった青春時代、そして青い目の女性との出 

逢いで、この国に居着くことになりました。いつかは日本に帰るんだと思っていた価値観が、こ

の国で幸せになる事に変わって行ったものでした。子供達もこの国で育ち、孫達もクオターで

す。私だけが取り残されていくんですね。日本人でありながらデンマーク人にもなれない、一抹

の寂しさが残ります。 

 デンマークでパン屋の後継者になるなら滞在保証をしてくれると言うことで、二年のデンマー

ク留学を終え、再度シベリア鉄道でやって来ました。豊かなこの国であっても、パン屋では世界

が狭すぎる。航空会社に入社出来て、世界が広がって行きました。しかし、縦型社会の日本組織

に馴染めず、自由で民主的なこの国に憧れました。自由に生きることを学んでも、経済的な束縛

からは逃れられません。独立起業して、当時の金持ち日本人にデンマークの豊かさを売る会社を

起そうと思ったものです。 

 この国から何を持っていけば良いのか迷いました。北欧のライフスタイル、何処の家に行って

も綺麗ですよね。北欧デザインを持ち込もうと思って、日本の輸入家具商社と組んで、デンマー

クの家具や北欧の生活道具を販売する事業を起こしました。IKEA家具の日本向け販売代理権を得

て、本格的に北欧の生活道具を普及出来ました。本当に良い物を売ってみたく、デンマーク伝統

工芸店を買取る事も出来ました。知る人ぞ知るデンパーマネントという大きなお店を運営する事

になります。コペンハーゲン中央駅の前にありました。 

 でも、幸せはお金でも物でも得る事が出来ない事が、歳と共に分かって来ました。今の幸せ

は、焦らずゆっくりと、今ある自分の快適さに感謝して、人との繋がりを大切にして歳を取って

いく事なんですね。この国での楽しかった想い出に浸りながら、残る人生如何に幸せに生きるか

が課題です。 

人生の旅路 デンマークで                小泉 牧さん 

 
 

   



 

 

 私の両親は秋田県出身です。 

 幼い頃から毎年夏になると、私は男鹿半島にある祖父母宅で数週間過ごしていました。母の兄

妹とその家族も集まり、総勢 26人という大所帯。海や山へ出かけたり、祖母宅で夕食を囲んだ

り、にぎやかな日々でした。 

 特に記憶に残っているのは、やはり海で過ごした時間です。 

 祖父母宅の近くには砂浜の海水浴場もありましたが、私たちが出かけるのはいつも決まって岩

場の海岸でした。ごつごつとした岩だらけの海岸を歩き、時には山を登り、崖を降り、休憩場所

を確保してから、いざ海へ、ざぶん。 

 従兄妹の中には、水中銃やヤリでアイナメやボラ、カサゴなどを何十匹も仕留めてくる“海坊

主”がいました。叔父たちはホヤやウニ、牡蠣や鮑を取り、私たち子どもはサザエなどの貝を集め

て遊んだものです。「海遊び」というよりも、まるで家族で漁をしていたようでした。笑 

 今ではその地域は禁漁区になっていますが、あの時の光景は忘れられません。 

 磯遊びの思い出も鮮明に残っています。イソギンチャクに小さな貝を乗せて捕食の様子を観察

したり、小魚を追って素手で捕まえようと夢中になったり…。 

 波の音と潮の匂いとともに、その感覚は今でもよみがえります。 

 そして、海岸へ向かう道中に必ず出会う存在がありました。 

 それが「ゴジラ岩」と呼ばれる奇岩です。 

 角度によっては本当にゴジラの姿に見える大きな岩で、行き帰りの 

車窓から眺めるのが楽しみでした。行きは「いらっしゃい」、帰りは 

「気をつけてお帰り」と声をかけてくれているような気がして、子ども心に特別な存在でした。 

 時が流れ、私はボーンホルム島出身の夫と出会いました。 

 初めて夫の故郷を周遊したとき、目に飛び込んできたのは、どこか懐かしい光景でした。砂浜

の奥には断崖絶壁がそびえ、岩肌はごつごつと荒々しい。波間には岩礁が点在し、少し内陸に目

を向ければ、木々に覆われた丘陵や渓谷が広がっています。その美しい景色を目にした瞬間、胸

の奥から懐かしさが込み上げてきました。 

 ただ、ボーンホルム島周辺の海は塩分が少なく、蟹や貝は生息していません。そのため、秋田   

のように磯遊びはできませんが、ある日ハイキング中に奇岩を見つけました。島では「ラクダの 

            頭」「動物の頭」「ライオンの頭」などと呼ばれているそうです。 

             その光景を目にしたとき、なぜ懐かしさを覚えるのか、ふと腑に落  

            ちました。 

            「ああ、君がここにもいたんだね」 

             まるで、ゴジラ岩がこの島にも姿を変えて現れたかのように感じた 

             のです。 

 今年の春、年老いた両親を連れて、久しぶりに秋田を訪れました。海岸線をドライブし、つい

にゴジラ岩とも再会。 

 数十年ぶりに間近で見るゴジラ岩は、昔と変わらず勇ましく、海に向かってどーんと構える頼 

もしい姿でした。カメラに収める手が止まらず、何枚も写真を撮りました。 

「男鹿（おが）の海とゴジラ岩」         宮腰 花絵さん 

 

 

ゴジラ岩 

 

Kamelhovederne/Løvehovederne 

Rondreis naar en door Denemarken | Reisverhaal | 
John Kuipers’s reisblog 

https://johnkuipers.reislogger.nl/foto/dk/bornholm-klipper.3080413
https://johnkuipers.reislogger.nl/foto/dk/bornholm-klipper.3080413


 見物を終えて車に乗る前、私は静かに一礼しました。 

たくさんの思い出をくれた男鹿の海とゴジラ岩に、 

「今日もありがとう。そして、またいつか。」 

そう心の中でつぶやきながら。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 Klub Japanの催し 
 

新企画 Kolonihavenで親睦会（8月 10日（日）開催）より 

 参加された方々から、感想とお写真が届きました！皆さんがとても楽しまれたことは、写真か

らも明らかですね      来年は、今感想を読まれている皆さんもぜひ！ 

                          和子 Steffensenさん 

 2025年 8月 10日に、小泉牧さんのご発案・ご好意で小泉さんの Buddingeにある kolonihave

での持ち寄りランチが実現しました。この家庭菜園……郊外農園？滞在型都市農園？日本語では

なかなかデンマーク語のイメージとあいませんね。もともとの意味は『集合庭』とのことです。

この小泉さんの所有なさる kolonihaveの正式の名称は Carl Nielsens Minde Kolonihaveで、

1943年 4月 17日に創立。全部で 522の庭があり、そのうち 379が 394 m2の広さとのこと。他の

は、このサイズより大きかったり小さかったりします。  

 この企画は、7月 6日から既に Klub Japanの会員にメールで案内がされていたのですが、私

は、様々な事情でぎりぎりの 8月 2日に申し込みをし、幸い参加することができました。この日

は、出席された皆様の心掛けが良かったのか、素晴らしいデンマーク晴れで、私の住む Als島か

らの最寄駅、Sønderborg から København Hovedbanegårdに行く電車の窓から見られる景色も美し

く、3.2時間の走行時間も十分楽しめました。 

 中央駅に 12時 06分に定刻通り到着後、同じ列車に乗っておられた知恵子さんと 12時 17分発

の Buddingeへの電車のホームへと走りました。知恵子さんはたくさんの荷物を持っておられ、ホ

ームの移動も大変そうで、私はハラハラしましたが、二人とも無事隣のホームに止まっていた列

車に乗り込むことができました。12時 39分に着いた Buddinge駅では、綾子さんがすでに到着さ 

れてホームで待っておられ、3人が澄子さんの車で小泉さんの kolonihaveまで連れて行ってもら 

え、大変有難かったです。 
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伊勢神宮（三重県） 

   
円覚寺と高徳院の大仏（鎌倉 神奈川県） 

      
       横浜の夜景（神奈川県）東京スカイツリー 

                              

 



 車で数分 ‐ 小泉さんの kolonihaveは、庭も建物 

も手入れが行き届き、グリムの童話に出てくるような 

可愛らしさでした。小泉さんと私たちより先に着いた 

他の参加者が、すでにテラスのテーブルに食べ物・ 

飲み物の準備をしている最中でした。ちなみにこの日 

の出席者は 8名でした。 

 そのうち、私たちより遅れて民子さんやるいちゃんも到着し、大宴会が始まりました。皆さ

ん、腕を振るって持って来られた豪華な料理やケーキ、冷たい飲み物、抜けるような青空、さん

さんと照る太陽、誰にも気兼ねなく喋られる日本語・・・至福の午後でした。 

 

 

 

素晴らしいお料理とケーキの数々 

 

 

 ご自分の kolonihaveを提供してくださった小泉さん、企画してくださった Klub Japan理事会

の方々、腕をふるって見事なお料理・ケーキを作って持って来て下さった皆さんに深く感謝し、

来年もまた元気で Buddingeでお会いしたいものです。 

                          知恵子 Petersenさん 

 料理を口に運びながら、自然に気持ちがほぐれ、それぞれの思いを言葉にした話が飛び出し

て、とても和やかな、その名のとおりの親睦会になりました。 

 これなら誰でも、初めて顔を合わせる会員同士でも、気楽に参加して、知らぬ間に打ち解けら

れる、いい集まりなので、またやりましょうねと参加者からの言葉もあり、来年もやることにな

りました。 

 ホント気のおけない、心の中からの言葉がいっぱい詰まった中身の濃い会話で溢れ、みんなの

思いが、孤独な日の思いはどこかに吹っ飛んでしまうような笑いがたくさんあって、驚き、感

心、えっと思う新発見混ぜ込みの楽しい午後、最高     でした。 

 

第 21回 Klub Japan交流の集い（9月 21日開催）より  

 

 

 ブレーカーが落ちてしまったのか、途中からスクリーンが使えなくなるトラブルも発生しまし

たが、今回も和気あいあいとした雰囲気の中で、学びも多く、おしゃべりも楽しんだ一日となり

ました。女声合唱の「ふるさと（嵐）」「かごめかごめ～ほたる来い」の後は、まゆみさんのピ

アノ伴奏に合わせて、全員で「かごめかごめ」を輪唱したり「上を向いて歩こう」をスウィング

しながらノリノリで歌ったりしました｡ 

 続く勉強会では、外に出て自然を感じ、日の光を浴び、人として 

「生を生きる」ことができる老人ホームとして Gråstenにある 

Dalsmark Plejehjem (Dalsmark Plejehjem - Dalsmark Plejehjem) 

が紹介され、在宅で利用できる施設として、 

 
 
 
 
 

歌と各地の高齢者サービス情報と、お菓子とお茶とおしゃべりと 

  

小泉さんの kolonihave 

  

参加者の笑顔

have 

  

素晴らしいお料理とケーキの数々

olonihave 

 
 
 
 
  

    
 
 
 
  

スウィング族の皆さん 

https://www.dalsmark.dk/


コペンハーゲン市のアクティビティセンターのサービスや利用条件等(Aktivitetscentre for ældre | Københavns 

Kommune)、そして実例として Hørsholmにある Sophielund(Aktivitetscenter Sophielund)が紹介され、実際にボラ

ンティアをされていた澄子さんから、ボランティアが提供する講座での、通ってくる人々とボラ

ンティア双方の活発な交流の魅力が語られました。勉強会の冒頭では、デンマークの老人ホーム

の現状、高齢になってから自宅で暮らすか施設に移るか、タイミングの見極めが難しいことや、

高度な専門性を持つ職員の配置が望まれること、質の向上について Ældre sagenが国に働きかけを

行っていることなどの紹介がありました。 

【アメリカの日本人向け老人ホームについての参考動画】 

(3) アメリカ在住日本人の方へ：日本人向け老人ホームでの生活・ご飯・費用 - YouTube 

(3) 【現地取材】日本人経営のケアホームに潜入。驚きの入居費相場。米国サンディエゴ、Ohana Care Home - YouTube 

 

 

 

 
 

 Klub Japanの今後の催し 

・10月 15日（水）第 22回 野外で集う会 

・11月 12日（水）第 23回 野外で集う会（12月はお休み）  

・11月 15日（土）13時～ 忘年会 【詳細後日】 

・2026年 1月 新年会 

・2026年 3月 第 22回 交流の集い 
  

第 22回 野外で集う会のご案内 
 

ノアポート駅近くの植物園内散歩会を開催します｡ 

            森林浴を楽しみませんか。 

            公園内散策後に、近くでお茶会をします。 

           ご参加を心よりお待ちしております。 

      集合：10月 15日（水曜日）13時に 植物園内入り口傍の花店前 

      申込：10月 14日までに、klubjapan@gmail.com 又は 

   携帯：20652003 までご連絡ください。 

         ※雨天の場合は中止します。 

 
 
 

 

季節便り 12 長月版 2025年 9月 23日発行 

写真・文章協力 小泉牧、綾子クロイツァー 

      和子ステッフェンセン､宮腰花絵 

     知恵子ピーターセン､Naoko(敬称略) 

編集責任    鈴木理子 

 今回も、皆さんのご協力で、季節便りを発行することが

できました。どうもありがとうございます。冒頭の記事の

小泉牧さんは、5月から理事をしてくださっています。 

 次回は年末が近づいてきた頃に発行する予定です。  

 それまでどうぞお元気でお過ごしください｡ 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を送ります。Klub Japanの

ホームページにも活動の詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話､俳句、川柳、短歌等、いつでもお寄せ下さい。 

投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

  
  
 
 
 
 

   
 
 
 
 
   

   
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
   

   
 
 
 
 
   

  
 
 
 
 
 
 

写真は全て 9月 18日の植物園の様子です。 

   
 
 
 
 
 
 
 

幸せのお菓子三昧 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 

    
 
 
 
 
 

https://www.kk.dk/borger/aeldre-65/aktivitetscentre
https://www.kk.dk/borger/aeldre-65/aktivitetscentre
https://sophielund.horsholm.dk/
https://www.youtube.com/watch?v=j4PTFTt4k0o
https://www.youtube.com/watch?v=YpnJNuGZE-8
mailto:klubjapan@gmail.com
https://klubjapan.dk/
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